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人 体 鼻粘 膜 にお け る ツベル ク リン

反応の病理組織学的研究

名古屋大学医学部病理学教室(指 導 宮川正澄教授)

医学 士 本 橋 政 男

(昭和29年2月13日 受付)

第1章 緒 雷

鼻腔は生後雑菌 ・病源菌 ・塵埃等の侵入門であつて絶

えず炎症 を繰 り返 し,慢 性刺戟状態Dに あ る も のであ

る｡下 鼻介粘膜 においては,初 生児には リンパ球や形質

細胞はないが2),成 長 とi共に炎症を繰 り返す聞 に,こ れ

等細胞が増加 して行 くものであ る｡又 これ ら細胞が抗体

産生に関係があ る3)4)と 最 近いわれている ところから,

鼻腔は感作 に対 して何等か の役割を果す のではないか と

考えられ る｡反面臨床的に鼻介 には,原発的結核は非常 に

稀であるとい う事 実や,ツ ベル ク リン反応陰性者 の鼻膣

e:B・C・G・を接種す る と,早 く陽転す る5)と い う研究が

ある◎従つて下鼻介粘膜は結核菌が通過す るだけのもの

であるか,叉 は該菌 との聞 に闘争状態が惹起 されるので

あるかとい う疑問 が起 る｡単 に通過す るだけの作用 しか

持たない 第

ものなら

18才,19才 が一番多 くこれ等疾患の発病年令 に 一 致 す

る6)｡又 「ツ」反応は農村のそれ に一一致す る7)｡

B)実 験 方 法

左右肉眼的に殆 んど相等 しい肥厚牲 鼻炎 を有する患者

に,「 ツ」反応 を行い同時 に岸狽「ド鼻 介前端 に2,000倍{日

ツベル クリン診断液(武 田製薬製)O.1ccを,粘 膜内に

な るべ く浅 く出血 せぬよ うに注射 した｡48時 間 後 に

「ツ」反応 を計測 し,下 鼻介の方は注射後30分,1時 間,

2時 間 ……8時 間,24時 間,48時 間,72時 間,96時 間,

7日,8日 と第1表 の如 く経時的 に1%Nov(rcaln局 所

麻酔 の下 に,下 鼻介粘膜切除術を行い,「 ツ」を注射 した

粘膜 を切除 した｡8時 間 よ り24時間の問が検 索できなか

つたのは,実 験材料が患者である為夜間起 して 「ツ」注

射 をす ることは道義的 にでぎなかつたからである｡

1表

ば,何 故

に形質細 例

胞や リン 数
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くも沢山現われ るか との事実 に解釈の困難 を感ず る｡私

は下鼻介粘膜 は結核菌に対す る防禦 には,特 別 な対応手

段 を有 し,従 つて免疫性及 び過敏性 においても,皮 膚 よ

り顕著な反応 を示すのではないか と考える｡下 鼻介粘膜

に結核菌或 いは結核菌 成分 に対す る細胞 固定抗体が皮膚

よりも多いものとすれば,ツ ペル ク リン反応(似 下「ツ」

反応 と略)は 皮膚 よ りもより鋭敏 に表われて もよい筈で

ある｡こ れ等 の事を吟味す る為 に2,000倍 【日ッベル ク リ

ン(以 下 「ツ」 と略)O.1ccを 人体下鼻介 に注射 し,そ

の反応を経時的 に病理組織学的 に検索した｡

第2董 実験材料及び実験 方法

A)実 験 材 料

実験材料は山田赤十字病院耳 鼻 咽 喉 科 を訪れた患者

で,両 測饅性肥厚性轟炎及び肥厚性 鼻炎 と両側慢性併合

性副鼻腔炎 を併発 している患者272例 の中よ り,聴 打診

上胸腹部 に他覚的｡自 覚的 に異常がな く・ ワッセルマ ン

反応,村 田反応陰性 で,肥 厚性廊 炎は肉眼的に左 右殆ん

ど相等 しい者145例 を選 んだ｡ツ 反応疑陽性例 も実験成

績か ら除外 した｡「 ツ」反応陰性者59例,「 ツ」反応 陽性

者86例 で男は93例,女 は52例 で年令的には17才,

摘 出した標本 は10%ホ ルマ リン固定,又 は95%ア ル コ

ール固定 を行い,パ ラフィ ン包埋,ヘ マ トキシリン ・エ

オジン複染色,ウ ンナ ・パツペ ンノ・イム氏染色法(Pollisv・

ter変 法),ワ ンギー ソン氏染色法 を用 い注射側下鼻介

粘膜(以 下Tと 略)と 非注射但「ド鼻介粘膜(以 下Cと 略)

を比較対照鏡検 した｡伸 展標本による超生体染色法8)も

併用 したが,こ の方法では組織 の浮腫に個人差があ る為

に細胞数を比較す るには不便であるので,下 鼻介固有層

内の遊走細胞を確 認す るに止め,CとTと の細胞数 の比

較 はパラフィ ン切片に よるヘマ トキシ リン ・エオジ ン複

染色 によつて計算 した｡

第3章 実 験 成 績

A)臨 床 的 観 察

臨床的観察 は 「ツ」反応陽性者60例,「 ツ」反応陰性者

30例 について行つた｡「 ツ」を前腕 皮内 と下鼻 介粘膜 内に

注射する直前,及 び注射後48時 間の尿及び血液所見 鼻

腔の 自覚的 ・他覚的症状を検べた｡

90例 中自覚症状を訴 えた者 は殆ん どない｡頭 重感を訴

えた もの1例,鼻 汁過多を訴 えた もの1例 であるe下 賑

介粘 膜に発赤を来 した ものは約20%で あつて,そ の発赤
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の大 きさも「ツ」反応 とは並行 しない｡又 「ツ」反応

陰性,陽 性 と下鼻 介「ツ」反応 との関連性 も認め ら

れない｡す なわち「ツ」反応陽性者 に下鼻介 「ツ」反

応の発赤が大 きい とはいえない｡但 し,「 ッ」反応

陽性 者には6例 下鼻介粘膜全般 に瀬蔓性発赤を見

たが,「 ツ」反応 陰性者 にはかか る例は1例 もなか

つ たo

尿所見 として糖｡蛋 白｡ウ ロビ リン ・ウロピリ

ノーゲ ンいずれ も「ツ」下鼻介注射に よつ て影響 を

受 けない◇血球数 においては 白 血 球 数｡赤 血球

数｡血 色素 いずれ も「ツ」下鼻介注射前 後にお いて

差 は認 められなかつた◎血液 像 に つ いても好塩

球｡好 酸 球 ・桿 状核 白血球｡分 葉核 白血球｡リ ン

パ球｡単 球及び移行型いずれ も「ツ」注射前 後 にお

いて有意 の差 は認め られなかつ た｡

B)病 理 組 織 学 的 観 察

弱拡大及び強拡大 に より下鼻介全体における上

皮 の変化 ・充血｡出 血｡浮腫 の程度,好 申球・好酸

球 ・形質細胞｡単 球｡リ ンパ球｡組 織i球｡結 合織

細胞は細胞 出現 の程度,腺 の発育の程 度,基 底膜

膨 大の程度,濾 胞形成の程度を検ぺた｡

次いで油浸装置によ り,「ツ」注射部粘膜の基底

細胞50個 を数 え,そ の間隔に相 当す る固有層内に

あ る遊走細胞,す なわち好 申球 ・好酸 球 ・形質細

胞 ・単球｡リ ンパ球 ・組織球 の数 を計算 した｡か

か る部 位を10ヵ 所数 え平均値 とした｡「 ツ」下鼻介

注射後同時間の ものを集 め更 に算術平均値を出 し

標準偏差 と共 に一覧表 とすれば第2表(A)(B)の

如 くなる｡

充血｡出 血.・浮腫｡好 申球 ・好 酸 球 ・形質細

胞｡組 織球 ・結合織細胞 ・上皮 ・腺の発育状態 ・

墓底膜の膨大 ・濾胞形成いずれ も下鼻介全体 に及

ぼす よ うな変化は認め られない｡形 質細胞が 「ツ」

注射 によつて増加 した もの と不 変な ものとを比較

す ると,増 加 した ものが他の細胞 に比 して多い よ

うに見えるが,推 計学的 に は 有 意 義 とはいえな

い｡次 に下鼻介 「ツ」注射部位 の遊走細胞の数を推

計学的に観察 してみ る事 にする｡

C)推 計 学 的 観 察

今 「ツ」反応陰性者における下鼻介の単球出現 を

例に取つて見 る｡下 鼻 介の組織では個人 差が相 当

にあ り,同 一組織で も場所 によつては相当の差が

あるか ら,TとCの 実数差 とTとCと の各 々の標

準偏差 を比 較 して前者が後者 よ り大 きいならばT

とCと の聞に差があると考え,TとCと の実数差

が標準偏差 よ り大 きい時間を第2表(A)か ら取 り

出 して観 る と,2時,5時,5.5時,6時,7時,

8時,96時 となる｡こ れ等 の時聞 に単 球 が 増 加
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した と考 えるな らば,そ の増加曲線は どのよ うな

形 を描 くか と考え ざるを得ない｡こ れを調べ る為

に各時聞 と単球 増加 の関係を一元配置でF分 布 を

検ぺ て観た｡

(a)経 時的単球増加 の一元配置

「ツ」反応 陰性者 において48時 は30例 あるため》

この数値の検討 は別 に(b)の 計算法 を取 り,ここ

では48時 はTとCの 平均値の差を取 るこ とにす

る｡餐 時聞における単球のTとCと の差 は第3表

の如 くであるo
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まず計算 を容易 にす る為に第3表 の数値 を10倍

して13を 引 き第4表 の補助表 を作 る♂

(・)平均値による慨 項一(繍)2バ ー(31ぎ

嵩30N=30k=17

(2)未 修 正 平方 和=(-3)2十(-32)2十(-1)2十 …

… 十(-7)2十(r4)2十(-4)2十(0)2=11502

(3)総 平 方 和=(2)一(1)=11502-30嵩11472

(4)級 問 未 修正 平 方 和={(-3)2+(-33)2+(4)i

十 ・… ∴十(一・1)2十(「2)2十(0)2}/17=1226

(5)級 間平 方 和=(4)一(1)=1226-30=1196

⑥ 自由 度

総 自 由度N-・1=30-1=29

級 問 自 由 度k-・1=17-1=16

σ)級 内 平 方 和=総 平 方 和 一級 間 平 方 和

=11472-1196=10276

33
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級内 自由度=総 自由度一級間 自由度=eg-16=13

(8>級 問不偏分散=1196/16=74・8

級内不偏分散=10076/13=790

(9,級 間不傭分散 と級内不偏分散 との比Fo

790Fo==10.56
74.8

F表 よ り,Fkst6(0.01)==3.78Foは これよ り大であ

るか ら,級 間不偏分散は級内不偏 分散に対 して高度に有

意 である｡す なわち経時的に単球 の増加は1%の 危険率

を以 つて有意 であ るといえる｡

(b)48時 間値 の度数分布図 による検討

48時 間値 の単球増数(TとCと の差)を 標準偏差で分類

す ると第5表 の如 くなる｡

第5表

」
」
℃ド29

2
4

む

～

偏
よ
類

準
に
分

標
差
る

単球増
加例

0

1 313

0.1
～1.1

13

1｡2
～2｡2

5

単球 増加 の平 均値=1.0標 準偏差 舘1.1

X軸 上 に標準偏差1.1を 基準 目盛 として単球増加数を

取 り,Y軸 上 に単球増加例数を取つて第5表 をグラフに

衰 わす と第6表 の如 くになる｡

第6表 胴
鷹

}
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細胞 の砂 」反応陰陽性者 に も行つた｡こ れを一 括すれば

第7表 の如 くなる｡"

鯖7表 を更 に病理組織学的 に考察 して観る と好酸球｡

形質細胞｡リ ンパ球｡組 織球 は,F分 布の値は良 いが出

現の時間が不定で一定の傾 向を示す よ うには考 えられな

い｡よ つ て単球 と好中球 のみを最小 自乗法を利用 しつつ

曲線 を修正 して グラフに表わす と第8表 の如 くにな る｡

第4章 総 括

まず臨床的所見か ら考察す る と,総 実験例数145例 中

自覚症状 を訴 えた者 は頭重感 と鼻 汁過 多 が各1例 で,

「ツ」0.1ccを 下鼻介に注射 しても自覚症状 は殆 んど起ら

ない とい える｡「 ツ」注射局 所の48時 聞後の他覚的所見 で

は発赤を来す者は,「ツ」反応陰陽性共 に20%内 外で,下鼻

介 に明瞭な発赤を来す ことが少な く,「ツ」皮内反応 のよ

うな診断的価値はない とい える｡但 し「ツ」反応陽 性者 に

気§.3難4は 下鼻介全般醐 難 発赤を来すもの鵬 るが,「ツ」反

41・ 摩韓 鷺 書簿 騨 呈ξ箋蔵 蛋宏二
が多 く,下 鼻介tlCO.1cc「 ツ」 注射 を行つ ても腎｡肝 の

障碍 はない と考え られる｡又 白血球数 ・赤血球 数｡血 色

素係数 にも変化を来さない｡血 液像に も多少の変動はあ

つ ても有意な変化 は認 められない｡病 理組織学的にはま

第8表

r日{;瓢 ニニ:難:に一"
ユ

/!＼ ＼ 州綴:臆
:1＼ 誌

…1
.ゾ!＼ 紺 、

｡∴ 孟 茎

従 つて平均値1.0は 単球増 加が1個 程度 ではあ るがC

よ りTの 方が単球が優勢である事 を示す ものと考えて よ

い｡(a)法(b)法 による推計学的 観察を他の5種 類の

第7表

`爵 ニ ニ 茎 ㌃ 鴛 蛋 讐1:

ず単球 の変動について考 えると,下 鼻介全般につ いては

著明 な変化は認 められないが,「 ツ」注射局所は第8表 の

如 く,「ツ」反応陰性者 は下鼻介 「ッ」注射後2時 聞に局所

に第1回 の単球 増加を示 し,3

ツ 反 応 陰 性 者 ッ 反 応 陽 性 者
時間に一且減少する｡そ の後再

び増加を始め8時 聞た第2回 の

F・ 陵 の鰍1騰 踊48F・1聖 の鰍 脇 蓋繍 ㌔ 加の極期薩 し・48B{F間に至

単 球 10.56 1%以 下 有 意2.96 5%～1% 有 意

好 中 球 1.32 5～10% 無 意14.6 1%以 下 無 意

好 酸 球 3.86 1～5% 無 意3.02 1～5% 無 意

形質細胞 2.64 1～5% 無 意2.86 1～5% 無 意

リ ンパ球 4.87 1%以 下 無 意2.49 5～10% 無 意

組 織 球 3.76 1% 無 意L46 5～ ・10% 無 意

るまで次箪に減少す る｡そ の後

なお8目 に至 るも少数なが ら単

球増加を示す よ うてある｡こ れ

に反 して 「ツ」反応陽性者は,下

鼻介 「ツ」注射 後30分 よ り単球 は

増加を始 め2時 間に第1図 の増

'一 一34-一 一
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加の頂点に達 し,3時 間 にて一旦減少 し,そ の後再び増

加を始め7時 間に第2回 の増加 の極期 に達 し,48時 間に

至るまで次 第に減少す る｡8日 に至れば対照 との差が消

失する｡

下鼻介粘膜 内に「ツ」注射 を行 う と,局 所 の 単 球 は

Diens&Malloryの 皮 内実験の如き前期 単球反応 と後

期単球反応 を区別す ることがで きるよ うに思われ る｡殊

に興 朱の深 い点は この後期単球反応の極期 が,下 鼻介に

おいては「ツ」反応陽性者 が「ツ」反応 陰性者 よ りも約1時

間早 いことである｡し か も「ツ」反応陽性者 が早 く単球 の

減少を来す ものの如 くであ り,「ツ」反応 険性者の方は後

期単球反応 の極期 は達いが8日 に至 るもなお多少 の増加

を示すが如 くであるQす なわち「ッ]反応 陰性者 の場合に

おける下鼻介後期単球反応 は,増加 し始める時期が遅 く,

何時まで も増加の状態を続 ける如 くである｡こ れ に反 し

「ツ」反応陽性者の場合は早 く増加 を始めて,早 く終る よ

うである｡但 し単球 増加の数 は,換 言すれば後期単球 反

応の極期は「ツ」反応陰陽 性者 とも大差がない｡前 期単球

反応 の場合を「ッ」反応陰陽 性について比較す る と,増

加の極期は時 間的 に同 じであるが,や は り「ツ」反応陰性

者の方が増加 を始め る時間が遅 く,「ツ」反応陽性者の方

が早い｡こ れ等下鼻介 における単球の反応 を総括 して考

察するならば,下 鼻介全般 には著明な 単 球 増 加を来 さ

ず,又 「ツ」皮内反応 の如 き単球集族 も認められ ないが,

「ツ」注射局所下鼻介では「ッ」皮 内反応11)12)に 比 して非

常に早 く,且 つ「ツ」反応 陰陽性 の間 に単球 出現 の量的差

異は少ないが時聞的差異が認 められ る｡

好中球 について考察す ると,第8表 に示すが如 く「ツ」

反応陰性者は下鼻介 「ツ」注射部位1こおいては,3時 間 よ

り4.5時 闇 に増加 の極期に達 し24時間 までに対照 との差

が消失す る｡「 ッ」反応 陽性者 は2時 閤に増 加の極期に達

し24時間 までに対照 との差が消失す る｡好 中球 の増加の

頂点を比較する と,増 加数の差 は単球 と同 じく殆 んどな

いが,「ツ」反応 陽性者の方 が「ッ」反応陰性者 よ り約2・5時

間早いよ うである｡し か も好中球が極期 より減少す る曲

線を比較す ると,「ッ」反応陰性者 の方が緩慢で,陽 性者

の方が急激 である ようであ る｡す なわち好中球 について

も下鼻介「ツ」注射では,ツ 反応 の陰陽性の差によつて好

中球出現 の量的差が認め られず時間的な差異 として認め

られるのは荘 目に価する と思われ る｡

単球の増加曲線 と好 中球 の増加曲線 を総合 して考察す

ると・単球 の前期単球反応 と後期 単球反応 と◎間の谷を

被 うよ うに好中球が増加す る と考 えられる｡

その他好酸 球 ・形質細胞｡リ ンパ球 ・組織球 について

は一応F分 布で有意の価 が出ていて も,そ の曲線にあま

りにも多 くの凹凸があ り,且 つ実験材料が肥厚性鼻炎 の

下鼻介であつて,実 験以前か ら相 当これ等の細胞は組織

内に出現 してお り,標 準偏差 も大 であつて,実 験 による

ものであるか否か病理組織学的 に有意の差 を見出す こと

がで きなかつたo又 血管性反応や膠原繊維 の変化は「ツ」

注射における下鼻介 と対照 との間に著 しい差異を認め得

られなかつた｡

第5章 考 按

「ツ」皮内反応 の組織学的研究は,古 くDieas&Mal-

lorylO)に よつて行 われた◎ 氏等 によれば「ツ」皮 内反応

においては反応初期6時 問までは主 として,Mononucle・

arsが 炎症巣 に登場 し組織の変性 が強 くな るにつれ て,

主 として変性巣の周辺に多形核 白血球 があらわれるが,

その退潮 と共 に48時 間以 後には再びMononuclearsが

滲潤細胞の主体 となる と主張 した｡こ のMononuclears

は天野氏 皿)により単球 と確認 さ れ た がRich門 下 の

Follies13)やA㎎euine&Sweastone14)わ が国では天

野η)は,初 期単球反応 を否定 しているよ うであ る｡こ

れ に反 して鼻 粘膜の「ッ」図 芯は上村｡平 山17)に より臨

床的 に研究されているが組織学的に研究 されてい るもの

は見当 らない｡私 は下鼻 介組織の「ツ」に対す る態度を検

ぺ る見地か ら上記 の実験を行 つた｡

(a)単 球 について:私 の実験におい て は 下 鼻介に

「ツ」注射 後2時 間 にして単球 の第1回 増加 を見,3時 聞

にて一旦減少 し,「ツ」反応陽 性者は7時 間に,「ツ」反応 陰

性者は8時 間に第2回 の単球増加の極期 を示 している｡

これはDiens&Malloryの 説の初期単球反 応 を約1/s

時聞,後 期単球反応 を約1ノ6時 間短縮 した 形 に 類 似す

る｡何 故 に単球 増加の極 期 が2回 あるかの問題であ る

が,小 野江15)に よれば初期単球反応 は 「ツ」 成分申の

Arthus現 象を起 さしめる ものによるものであ り,後 期

単球反応は本来の 「ツ」反応 を呈す る成分に よるものであ

ろ うとした｡然 しこの問題 は本研究の 目的から離 れるの

で後 日の研究 に譲 る｡又 単球増加 の様相は「ッ」皮 内反感

では優勢な もので単球集族 拗 として認め られるが 下 卑

介 においてはかか る単球集族 は認め られない程度の軽微

な単球増加 である｡従 つて下鼻介全体 に単球増加 は認め
ジ

られず,下 鼻介 の「ツ」注射局所 の固 有 層 に 限 られる｡

又 「ッ」皮内反応 では「ツ」反応 陰陽性 によつて単球 増加数

に,強 弱の差16)が あるが,下 鼻介 においては「ツ」反応

陰陽性の間には大差がない｡こ れ等 のことは下鼻 介組織

には海綿層があつ て血管 に富 んでいるためではないか と

相像す る｡時 間的 に単球増加 の様相 を観 ると,下 鼻介 の

初期単球反応 は,「 ツ」反応 陽性者 は「ツ」注射後30分 より

増加 を始め るに反 し,「ツ」反応 陰性者 は1時 間後である｡

後期単球反応においては「ツ」反応 陰性者 と陽性者の間に

は約1時 間の差があ り,「ツ」反応 陽性者 の方が早い｡又

単球が何時 まで増 加の状態 を保つているか の問題である

が,48時 間では推計学的 に「ツ」注射側 下鼻介が少数 なが 、

ら優勢 を保つている ようである｡48時 間以後は例数が少

ないので断定は し難 いが,「 ツ」反応 陽性者 は8日 目に蛍
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球 は対照 との差が消失 し,「ツ」反応陰性者 は7日 目に未

だ対照 よ りも優勢の よ うである｡こ れ らの ことを綜合す

ればrツ」反応陽 性者の単球 け時間的に早 く増加 し早 く消

失す る傾 向があ り,陰 性者 は遅 く増加を始 め長 く増 加の

状態 を保つ傾向がある｡何 故 に反応の極期 に時問的差が

あるか とい う問題 であるが,「 ッ」反応 では反応 の強い程

その頂点が後へずれる とい ゲ研究が仙場氏等18)19)に よ

つ て成 されたが,下 鼻介 「ツ」反応 における単 球 増 加 は

「ツ」反応陰陽性に よつ て大差が ない にも拘 らず,「 ツ」反

応陰性者は頂点が後にずれ る とい う結果は如何 に解すべ

きであろ うか今 後の研究 に待つ こととしたい｡い ずれに

して も単球発現 の曲線が 「ツ」反応 陰性者 と陽性者 との間

に,量 的の差でな く時 間的差異 として認 められ るのは注

日に価す ると思 う｡

(b)好 中球について:「 ッ」皮内反応 においては好中

球 は一般 に12時 間 より24時間 の間に反応 の極期が来 るの

が多 くの掌者の定説 となつてい るが,下 鼻介 においては

霧～&時 間に早 められ 「ツ」反応 陰性者 は約4.5時 間 に

「ツ」反応 陽性者 は2時 聞 にその極期 が来 る｡大 体 におい

て好申球は初期 単球反応 と後期単球 反応 との間の谷を被

うが如 く出現す ると考 えられ る｡「 ッ」皮内反応 において

Diens&Malloryに よれ ば初期単球反応 と後期単球反応

の間に出現す る｡私 の実験 において もこれ に似た型を取

るが時聞的に早 くなつ ている｡「 ッ」皮 内反応 では初期単

球反応の後,組 織 の変性が強 くな るにつれ て好中球は出

現 して来 るが,下 鼻介 「ツ」反応では組織 の変性を見ず し

て出現 して来る ようである｡こ の点 も皮膚 の「ツ」反応 と

下鼻介 「ツ」反応 と異る ところであ る｡又 好 中球において

も単球 と同 じく反応極期 は「ツ」反応陰 性者 と陽 性者 との

闘には約2.5時 間の差が 観られ,「 ツ」反応陽 性者が陰性

者 より早 い｡好 中球の反応 の強 さも単球 と同 じく「ッ」反

応 陰性者 と陽性者 との間に大差がない｡好 中球が何時 ま

で優勢 を続け るか とい うのに,本 実験につ いては8時 間

より24時 間の闘が実験できなかつたので,そ の間 は不明

であるが標準偏差から考 えて8時 聞 までは「ツ」注射側「F

鼻介が優勢を保つ ことは確実 といえ るが,24時 問以後は

対照 との差がない といえよ う｡い ずれ にして も単球 と同

じく好 中球 において も下鼻介 「ツ」反応 では量的差異 でな

く時間 的差異が「ツ」反応 陰陽性者の間 に認 め られるのは

興味あ ることと考 える｡

(c)そ の他の変化:そ の他「ッ」皮 内反応 では岡2り),

土田21),馬 杉22),日 置11),武藤16)等 が指摘す る如 く皿管

性反応,膠 原繊維のFibrinoid膨 化,結 合織細 胞,組

織球の変化等 は下鼻介 「ッ」反応 においては有意の差を認

められなかつた｡こ れ は実験材 料が肥厚性鼻炎の患者 で

あつて,下 鼻介 の組織 は海綿層 もあ り,非常 に伸縮性・弾

力性 に富んだ組織 であることか ら考えて,「 ツ」注射 によ

る反応 が漫性炎症 の為,隠 されてい るのか,叉 は出現 し

ないのであ るかは不 明である｡い ず れに して も肥厚性鼻

炎 の為 に,下 鼻介「ツ」反応 の様 相が多少修正 を受け ざる

を得 なかつたのであろ うと考 える・ 、

今,単 球 と好中球 の反応 の様相か ら綜合的 に考察す る

と,下 鼻介 「ツ」反応 は 「ツ」皮 内反応 に比 して非常に早

い｡従 つて人体下鼻介の「ツ」に対す る反応 は皮膚 よりも

非常 に鋭敏 であるといえる と思 う｡

第6輩 結 論

2,000倍 旧 ツベル クリン診断液O・1ccを 下鼻介粘膜内

に注射 し経時的 に検索す ると,

1)下 鼻介粘膜 の ツベルク リン反応 はツベル ク リン皮

内反応 のよ うな診 断的価値 は認め られない｡

2)自 覚的 ・他 覚的 に下鼻介 に変化 は少 な く,血 液 ・

尿に も変化 を来 さない｡

3)病 理組織学 的には,単 球は「ッ」反応 陰性者 では2
'時問

と8時 間の2回 に,「 ツ」反応 陽性者は2時 間 と7時

問の2回 に増加の極期 に達す る｡「 ツ」反応陰陽性者共に

3時 間 に滅少する時期が あ り,初 期単 球反応 と後期単球

反応 を区別す ることがで きる◎

4)好 中球 につ いては 「ツ」反応陰性者は4.5時 間に,

「ツ」反応陽 性者は2時 聞に増加 の極期 に達す る｡

5)単 球 ・好中球 の反応の程度は「ッ」反応 陰陽性 によ

つて差 がない｡

6)単 球 ・好中球共 に「ッ」反応陰性者は「ッ」反応陽性

者 よ り反応 の時間が遅 く始 り,長 く反応を続 ける傾向が

・ある｡「 ツ」反応 陽性者 は「ツ」反応陰性者 よ り反応 の時間
審

が早 く始 り早 く終る傾 向があ る｡換 言すれば,「 ツ」反応

陰性者 と「ツ1反応陽性者 との問には,単 球 ・好中球に関

しては量的差異でな く,時 間的差異が認め られる｡

稿 を終 るに臨み,終 始御懇篤な る御指導 を賜つた恩

師宮川正澄教 授に謹 んで感謝 申 し上げます｡
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